
〈準ずる教育〉通級指導学級部会

通級による指導(弱 視 ・難聴)を 受ける児童 ・生徒の評価の在 り方

1研 究のね らい

小 ・中学校 の新学習指導要領hS完 全実施 されて1年 余 りが経過 したe新 しい学力観 を踏襲 ・発展する

形で、小 ・中学校、盲 ・ろ う・養護学校小 ・中学部 においては、児童 ・生徒の評価 ・評定の在 り方が改

め られ た。特に、 目標に準拠 した評価を一層充実すること解必要であ り、各学校でも評価規準の作成 ・

改善、指 導 と評価計画の作成等が積極的に進められている。

通級 による指導 を受 けている児童 ・生徒は、通常は在籍校で学習 し、自立活動や教科の補充指導を受

け るために、必要な時間だけ通級指導学級に通級 している。通級指導学級で行われた指導については通

級指導学級の担 当者が評価 し、在籍校 に報告す る.し か し、通級に よる指導 を受けている児童 ・生徒の

中には、障害に基づ く種々の困難によ り、在籍校 において、学習指導要領 に示 され る内容の一部の学習

が難 しい場合がある。

小 ・中学校 においては、評価 ・評定 は各学校 の実態に合わせた評価規準を作成 し、評価 ・評定を行 っ

ているが 、学習活動への参加が難 しい場合には、参加す るた めの具体的な配慮、参加できない場合の課

題 設定の仕方や評価の仕方 についても工夫す る必要がある。

本部会 においては、通級指導学級における指導や評価が、在籍校での学習活動に生か され るた めの具

体 的な指導内容 ・方法について研 究開発 を行 うとともに、在籍校 の担任が評価 ・評定を行 う際に、参考

となる評価の在 り方にっいて研 究開発 を行 う。

皿 研究の内容

小 ・中学校 では、評価規準が作成され、指導 と評価の一体化が進んでいる。障害に基づ く種々の困難

のある児童 ・生徒については、一般の児童 ・生徒 と同 じ評価規準に よる評価が困難な場合がある。

障害 の状態が、評価規準にどのように影響す るか的確 に把握 し、適切に評価できるよう、具体的な指

導上の配慮や 工夫について検討す る必要力監ある。そのため、通級指導学級 として行 う支援や配慮を基に

して、通級 による指導を受 けている児童 ・生徒の在籍学校 における学習活動への具体的な支援や配慮を

中心に考察 し、実際の授業を通 して検証す る。

弱視 と難聴 の児童 ・生徒 に対する学習活動への支援や配慮は、評価上の配慮にっなが り、指導 と評価

の一体化 を図 ることができる。小 ・中学校おいて、障害 に基づ く種 々の困難のある児童 ・生徒一人ひ と

りに対す る配慮が検討 されることは、今後の特別支援教育の考え方の基 となる。評価が難 しい観点を明

らかに し、学習活動を行 う際、障害に配慮 した指導の工夫や支援 の方法、評価の行い方な どにっいて研

究を行 う。
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1通 縁による指導(弱 視 ・難聴)に おける評価の考 え方

弱視の児童 ・生徒は、見 えにくいことに起因 して、細かい ものを見た り、細かい作業を伴 う学習活動

に参加 した りす ることが一部困難 な場合力{ある,ま た、難聴の児童 ・生徒は、聞こえに くいことに起因

して、正確 に聞き取ることを要求 された り、歌った り発音 した りす ることを伴 う学習活動に参加す るこ

とが一部 困難な場合がある。

通級指導学級では、障害に起因す る困難 な状態に対 し、個別指導計画を作成 して、様々な指導 を一人

一 人に応 じて行 っている。通級指導学級におけ る指導の評価は、一人一人の 目標に応 じて示され 、在籍

学級 にも報告 され 、指導 と評価の一体化 解図 られ ている,

しか し、在籍学級において参加が困難 な学習活動に対 しては、具体的に どの部分 に対 して参加 が困難

であ り、それ らの学習活動に対 しては どのような配慮を行えば、在籍学級内の他の児童 ・生徒 と同一の

評価規準 を用いて評価で きるのか検討す る必要がある。 さらに、同一の評価規準を用いることが困難な

場合、代替の課題 を与えた り、個人 内評価 を活用 した りす るこ とについて検討 する必要 もある、

まず、障害に基づ く種々の困難が影響する評価の分析を行い、弱視 と難聴 のある児童 ・生徒に とって 、

評価が困難である点について明 らかにす る。次に、障害 に配慮 した指導の工夫 とその評価にっいて 、具

体的な方法 を検討する。

2障 害に基づ く種々の困難が影響する評価の分析

(1)弱 視 に基づ く困難があ り評価 力監難 しい場合 として、つまず きの多い教科である小学校の杜会 ・

理科、中学校の数学 ・保健体育の各教科 の評価規準を基に、評価に障害が影響す る点について分

析す る。

(2)難 聴に基づ く困難があ り評価 が難 しい場合 として、つまず きの多い教科である小学校の音楽 、

中学校 の外国語(英 語)の 各教科の評価規準 を基に、評価 に障害が影響す る点 にっいて分析す る。

(3)そ れぞれの障害 に対す る指導 とその評佃 について、「評価 に至 るまでの支援 ・配慮」 「他 の児

童 ・生徒 と同一規準で評価す るための支援 ・配慮」に分けて、具体的な方法を提示す る。

3障 害に配慮 した指導の工夫とその評価

(1)難 聴や弱視 の児童 ・生徒 に対す る通級指導学級での指導や 、在籍学校への具体的な支援につい

て事例研究を行 う。

(2)通 級指導学級 と連携 した在籍学校 での授業研究を通 して、障害に配慮 した学習活動について検

討す る。

(3)障 害に配慮 した指導の内容 ・方法 とその評価について検討 を行 う。
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皿 弱視の児童 ・生徒の評価と観点

1弱 視 に基 づ く困難が あ り評価 が難 しい場合

弱視 の児 童 ・生徒は 、細か い もの が見 えに くい、視野が せ まい、遠近感 がわか らない な ど

の状態 に よ り、配慮な しでは 、一般 の児童 ・生徒 と同 じよ うに学習活動 に参 加す るこ とが困

難 な場 合が あ る。

観 点 〔「関 心 ・意欲 ・態度 」 、 「思 考 ・判断」 、 「技能 ・表 現」 、 「知識 ・理 解」)ご と

の評価 を基に 、全 学年 の各教科 を検討 した結果 、国 語 ・算 数(数 学)・ 社会 ・理科 ・体育 等

の教 科 の中で 、弱視 に基づ く困難 があ り、学校 で作 成 してい る評価 規準 に よる評価 が難 しい

点 が あげ られ た。 しか し、評価 に至 るまでの支援 や配慮 を行 った り、評価 す る際 に支 援や 配

慮 を行 った りす るこ とで 、一 般 の児童 ・生徒 と同一規 準で評価す る こともで きる。

A小 学校 とB中 学校 で実 際 に作成 され た評価 規準 を も とに 、弱視 の児童 ・生 徒の評価 が難

しい規 準 とそ の活動 内容 につ いて分析 し、そのた めの指 導 上の工夫や 、評価 を行 う際 に可能

な支援や 配慮 につい て、以 下の よ うに具体的 に示 した。

【凡例 】 「評 価が難 しい活動 」

A=細 かい ものの認 知 を伴 う活動B=視 野 ・実視界 よ りも大きな もの の認知 を伴 う活 動

C=複 雑 な要 素が絡み合 った もの の認知 を伴 う活動

Dl遠 くの もの の認 知 ・近 づけ ない ものの認知 を伴 う活 動

E:立 体的 な ものの認知 ・遠近感 のあ るもの認知 を伴 う活 動

F:正 確 さを要求 され る 目と手の協 応動 作を伴 う活動Gl動 体認知 を伴 う活動

「指導や 評価 におけ る支援 ・配慮1

A:評 価 に至 るまでの支援 ・配 慮

B=他 の児童 ・生徒 と同一 規 準で評価 す るた めの支援 ・配 慮

(1)小 学 校 社 会

*評 伍の観点は、①社会的事象への開心 ・意叡 ・態度 ②社会的な思考 ・判断 ③観寮 ・資粁活用の技能 ・表現

④社会的事象にっいての知識 ・理解の4乱 颪で評伍規糖を作成してあるが、弱規の児童に対す る評価が難しい

ものは、3.4,5年 生の資料を活用した活動の中の、③観察 ・資料活用の捷能 ・表現の評価規準に絞 られた。

学年 単元 観点
障害に基づく困難があり

評価が難しい評価規塗

評価が難しい活動 指導上の支援 ・配慮

A B C D E F G A B

3

年

学 年オ リエンテー

ション ③
鳥瞼図で,ま ちにはどのような場所

があるかを読み取る。

o o 弱視 レンズの活用

弱視児でも見えやす

い資料の準傭

【例】

1.4倍穏度の拡大

要素の厳退

明度差のはっきりし

た影色

学習時間の確保

わた したちのS区 ③ S区 の地図を見て、地影や土地利用

の様子を説明する。

S区 の交通について調べたこ.とを

白地図にまとめる。

S区 の商店や畑の多 く集まってい

る場所を調べ、白地図にまとめる。

S区 全体の土地利用の様子にっい

て絵地図にまとめる。

0 0 o

4

年

私たちの東京都 ③ 超の形をかいたり,地 形を地図にま
とめたりする

o o

5

年

全単元 ③ 地図の読み取り ・資料の読み聴 り・

グラフの作虚

o o o

工業 生産を支える

人 々・自動車工場をた

ず」ユて

③ 調 べ る 目あて に 即 して,自 動 車づ く

りを鏡 察 した り,働 く人 にイ ン タ ビュ

ー1キ 時rトゐ.

o o o 事前学習

弱視レンズの活用

糟且h盟明
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(2)小 学 校 理 科

*評 価の観点は、① 自無事象への関心 ・意歓 ・腺度 ②科学的な思毒 ・判断 ③観繋 ・宴験の技能 ・表現

④ 自無事象についての知餓 ・理解の4観 点で評価規準を作成Lて あるが、弱祖の児童に対する評価が難 しいものは、

3・4・5・6年 生の観察や実験の括動の中の、③観察 ・実験活用の技能 ・表里の評価規雌に絞 られた。

評価が難しい居動 指導上の支橿 ・配慮
学
年 単元 観点

障害に基づく困難があり

評価が離しい評価規準 A B σ D E F G A B

チ 哲ウをそだてよ ③ キャベツの葉を調べて.教 科書の写 o o o o 他の児蔵よりも高倍 概察時間の確保

う 真と同 じような黄色い粒(卵)を 見つ 串のルーペの使用

け出すことができる.
ビデオ軟材などによ

虫めがねを正 しく使って、モンシロ る学習

チ ョウの卵や幼虫の成長の様子を観

察することができる.

モ ンシロチョウの卵から幼虫まで

の成長の変化にっいて、観察 した結果

を記緑カー ドなどに正しくまとめる

こ とが で き{5。

植物のからだを し ③ 育ってきた植物を観察して、葉や茎 o o o 弱視児でも見えやす

らべよう の様子を的確に晃録することができ い教材の準傭

3 る. より見えやすい環境

植物のか らだのつ くりを観察して、 の整備

年 葉、茎、根の形の特徴を的確に捉えて、 【例】づ くりの大きい植

記録することができる. 初を選ぶ

弱視 レンズの活用

二ん虫をしらべ よ ③ トンボや.バ ッタの幼虫から成虫に o o o o 他の児童よりも高倍 学習時間の確保

う なるまでの成長の変化を,チ ョウの青 率のルーベの使用

ち方と比べながら記録することがで ビデオ教材などによ

き る。 る学習

花 と寅をしら純 よ ③ 花が咲き始めた植物を観鵜して、つO o o 視認性の良い軟材の 学習時間の確保

う ぼみや花などの様子を的確に記録す 準備

る こ とが で き る. 弱視レンズの話用

日なた と日かげを ③ 旧なたと日かげの地面の温度を、屋 o o 弱視レンズの活用 学習時悶の確保

くらべよう 廣計を使って、正しく測定し、記緑す

る こ と茄 で き る。

あたたかくなると ㊥ あたたかいころの昆虫などの話動 0 o o 他の児童 よりも高倍 学智時閾の確保

のようすを観察し,的確な記録をとる 率のルーべの使用
㍗ とが で き る

。 ビデオ教材な どによ

暑くなると ③ ヘチマや ヒマ ワリの成長のようす o o o る学習

を観梨し1変化をとらえた的確な記録 視認性の良い環境の

4
をとることができる. 整備

暑いころの昆虫などの活動のよう 【例】皆豪に自や黒の紙

年
すを観察し,歪化をとらえた的碓な記 をおく

録をとることができる。

月と星 ③ 月の動きを観察して,そ の位置を記 o パ ソコンソフ ト等 に

錬することができるか。 よる学習 …

めあての星座をさがして,星 の並び 1

かたや位置,星 の明るさや色を観察す

る こ と那 で きる。

すずしくなると ③ このころのヘチマの成長変化のよ o o o 他の児童 よりも高倍率 学習時問の確保

うすを的確に記鎌することボできる。 のルーベの使用

これまでの産化のようすを,あ たた ビデオ教材な どによ

かさの変化と合わせてまとめること る学習
が で き る。 境認性の良い環境の

このころの昆虫などの活動のよう 整櫨

すを観察し,変化をとらえた的確な記 1倒1昆 虫・動物の標本

録をとることができる。 や剥製の活用
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水を冷や したときの変化と氷結する

ときの温度を調尺,記 録することがで

き る.

冬の星 ③ 冬の夜空に見られる星や星座に興味 o パ ソコンソフ ト等に

をもち.進 んでそれ らの名前,位 置や よる学習

並びかた,明 るさや色にっいて調べて

い る。

もののあたたま り ③ アルゴールランプを正 しく使って金O o o o 弱視 レンズの活用

4 かた 属のあたたまりかたを鯛べ,結 果を記 事前学習

録することボできる。

年 水のあたたまりかたにっいて,調 パ

る順序や実験の方法を工夫しながら調

べ,結 果を記録すること那できる。

生き物の1年 をふり ③ このころの昆虫などの括動のようす o

.

o o

■

他の児童よりも高倍学習時間の確保
■

かえって を観察し,変 化をとらえた的確な記録 率のルーベの使用
,

をとることができる。 ビデオ教材などによ

これまでの観察記罎を生き物ごとに る学習

比較し,あ たたかさの変化と合わせて 視認性の良い環境の

変化の要点をまとめることができる。 登備
■ .

天気と気温の蛮化 ③ 温度計 を正しく扱い,そ れぞれの天O

1

弱視レンズの括用

蝋 の塩 淵 存丁盤'7盟 僅Lて い ろ
1 .

魚や人 のたん じょ ③ 解剖顕微鏡を正しく操作して,卵 のO o o 顕微鏡写真・顕微鏡拡学習時間の確保

う 中のようすを観察し,そ のようすを記 大装置等の活用

録することができる. 個別指導
覧 卵の中のようすを観察し、成長の目

5 立 ウた変化をとらえて記録することが

で 脅る
年
花から実へ ③ 顕微鏡 を正しく繰作して,花 粉を観O 0 o

察 し,そ のようすを記録することがで

き る。

てこのはたらき ③ 上皿てんびんを正しく榛作 したり、 o o o o 事前学習 学習時間の確保
てこやてんびんを利用した道具をっく 弱視 レンズの活用

った りす るこ と邦 で き る。 分鋼早見壷の準備

ものの燃えかた と ③ 実験の操作をおおむね正しく行い, o o o 事前学習
空気 酸素にものを燃やすはたらきがあるか 弱視 レンズの話用

を調べることができる.

6 気体検知管を正しく使って、検知管

の測定結采を正しく読みとることがで

年 き る。

生き物 のくらしと ③ 気体検知管を正しく操作して調べ, o

か んきょう 酸素と二醍化炭棄の体積の割合の変化
伊

を、記 録 に ま とめ て い る。

(3)中 学 校 数 学!

非評価規準の観点は、①数学への関心 ・意欲 ・艦度 ②数学的な見方や考え方 ③数学的な表現 ・処理

④数量 ・図形などについての知識 ・理解の4観 点で評価規準を作成 してあるが、弱視の生徒に対する評価が難しい

ものは、図形に関する活動の中の.② 数学的な見方や考え方と③数学的な表現 ・処理の評価規準に絞られた。

学
年 観点

評価が難しい活動 指導上の支援 ・配慮単元
障害に基づく困戴があり

評価が難しい評価規準 A B o D E F G A B

1

年

比例

反比例

比例と反比例の利用

③ 比倒、反比例の関係を衷、式、グ

ラ7で 農現し、その特徴をよみとる

こと炉できる。

O o o 弱視レンズの活用

事前指導
学習時聞の確保

対称な図形
② 作図 した図形が条件に適するか否

か を振 り返って考 えることができ

る。

o o 視認性の良い用具の

選択

弱視レンズの活用

学習時間の確保
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対称な図猶 ③ 線封称や点対称の図形を見つけたo o o 視認 性の良い用具の学習時間の確保

り.作 った りす るこ とが で き る。 選択

[評唖資糊 弱視 レンズの活用

提出物.梗 業に取り組む姿勢.

小 テ ス ト、定 期 テ ス ト

基本の作園 ③ 定規やコンパスを使って、角の二〇 o 視認性の良い用具選

等命線などの基本的な作図ができ 択

る 。 弱視 レンズの活用
1 ③ 基本的な作図方法を用いて、目的 0 o

の応 じて図形をかくことができる。
年

〔評価資料1

提出物,授 業に取 り絹む盗勢、

小 テ ス ト、定 期 テ ス ト

いろいろな立体 ② 空間における直纏や平面の位置関 o 事前指導

係について考察することができる。

[膵価資料]

提 出勃、授棄に地り組む姿勢、

小 テ ス ト、 定期 テ ス ト

1次関数 ③ 一 次 関 数 の 関係 を 、 表 、 式 、 グ ラ o o o 弱視 レンズの話用 学習時間の確保

1次開致と方程式 フで表現することができ.そ の特徴 事前指導

を読み取ることができる。

2 ③ 表 、 式,グ ラ7を 用 い て 、事 蒙 を o o o

凝現 したり、処理Lた りす ることカ
年

で き る。

③ 連立方程式の解を、グラフを使っ o o o

て求めることができる。

関数y=環 調 ③ y二3x1で 表 され る関 数 関係 を 、表 o o o 弱棍 レンズの括用 学習時闘の確保

や式やグラフで表すこと淋でき、ま 事前指導

3
た、aの値の変化による特徴を調べる

二 とが で き る。

年 ③ y=aゴ の表 、式 、 グ ラ ワを用 い て o o o

身の回りの事象を爽現、処理する二

とが で きる.

(4)中 学校保健体 育

*評 価規準の観点は、①運動や健庶 ・安全への関心 ・意欲 ・艦度 ②運動や健康 ・安全1こDい ての思考 ・判断

③運動の笹能 ④運動や健庶 ・安全についての知識 ・理解の4観 点で評価規準を作成 してあるが、弱視の生徒

に対する評価が難しいものは、各種 目や競技の中の、③運動の技能の評価規準に絞られた。

学 障害に基づく困難があり が しい括動 指導上の支援 ・配慮

年
単元 観点

詳価が雛しい評価規輩 A B c D E F G A B

パ レー ポー ル ③ チームや自分の能力に適 した練習 o o 視認性の良い環境整備 ゲームやチームプ

パス、サーブ、スパイ ク やゲー ムを通 して個人技能を高め 例}照 厘の調壁 レー は 、 個 人で で

ゲーム中心での擾推 る 。
照明 ・暗幕 ・位置 きる別な課題に替

バスケットボール [鯉価資糊 練習時間の確保
える。

パ ス.ド リブ ル.シ ニー ト、 実技テス ト
練習方法の工夫

例)カ ラーポールの使用
例)対 人でのバス

全 デ ィフニンλ、ゲーム 自己評価表、行動観察
個別の練習

シ ュー ト等

棟習相手の工夫
学
陸上競技 ③ 自分の能力に適した技催のポイン o 0 視認性の良い環境整備

年
走 り高 眺 ぴ

{べり一ロール等の基糟 習.

トをっかみ投能を高め璋技 したり記

録を伸ぱすことができる。

囲}高 飛びのバーにカラ
ーテープを巻く

働澄や踏切.空 中勘作切練野} [評価資糊 位置の明瞭化 〔カラ

走り幅跳び 実技テスト
一石灰の使用}

練習方法の工夫
(肋走や時切.空 中動昨の纏勃

例)伴 奏者をつけての試

走
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テ ニ ス ③ 運動特性に応 じた岐能を身に付 O o 視認性の良い環境整備 ゲームやチームプ

フ 才 ア'・ ン ド、 バ ソ ク ハ ン ド, け、作鞍を生かした攻防を展関 して 練習時間の確保 レーは、個人種目

サー ビ入 ボ レー、スマンシュ. ゲー ムがで き る。 練習方法の工夫 槌 え る。

ゲーム中心の授業儀醐 [解価資料] 例〕大きいポールを使用例)サ ーブ等

実技テスト、行動観察 コーン等目印の使用

サ ッカー ③ チームや自分の能力に適した練習 o o 視認性の良い環境整備 ゲームやチームプ

ドリブル 、シニー 臥 やゲームを通じて集団技能や個人技 棟習時聞の確保 レー は 、個 人種 目

トラ ッピング.パ 入 能を高め、自己技能に応 じたゲーム 棟習方法の工夫 に替える。

ゲーム中心の畳1鮭展聞 の攻防ができる。 例)カ ラーボールの使用例}対 人パ ス 、

バ トミン トン [評価資糊 至近距離でのラリ ド リブル 、

卓球 実披テス ト、行動観察
一 サーブ等

器楓運動 ③ ある程度できる技や新しく身に付 o o 視認性の良い環境轄備

眺ぴ箱運動 けた技能を高め競技 したウできる 例}カ ラーマツトの使用

[脾価資料】 手足をつく位置に

実技テスト.行 動観察 カラーテープを貼る

練習方法の工夫

2指 導事 例

(1)社 会 の授 業 における見 えやす い地図 資料の作成 に よる支 援 と配 慮(小 学 校3・4年)

① ね らい

小 学校3・4年 の社会 科 「私た ちの住む 区 ・市」の評価規 準の一っ に、 「地 図を見て 、

地 形や 土地利用 の様 子 を説 明す る」がある。図1は 、土地利用 の様子 を説明 させ るた め

に副読本 に掲載 された土地利 用図で あ る.こ の地図資料 は、① 土地利用 の様子 が非常 に

細 かいモ ザイ ク状 に表現 され てい る、② 明度差 の近い色 が使 われ てい ると ともに、色 と

色 の境界 が 明確 に され てい ない、③要 素が複 雑 に配置 され てい る、な どの理 由によ り、

弱視 の児童 に とっては 、非 常に認 知が 困難 な もので あ り、この図か ら土地利用 の様子 を

読 み取 るの は不可能で あ る,し か し、視認性 の高い 図を使 用すれ ば、弱視 の児童 で も、

在 籍学級 で 同 じよ うに活動 がで き、評価規準 に到達す るこ とが可能 であ る。

そ こで、教材 の 目的 か ら離れ ない よ うに留意 しつつ 、図2の よ うな視 認 が可能 な土地

利 用図の 作成 を行 った。

② 教材作成 の実際

教材 の作成の手順 は 、まず 、原 図 となる資料 をス キャナー で読み取 り、作成す る図の

下絵 とす る。次 に、コン ピュー タ用 グラフィ ック ソフ トウエ ア の レイヤー機能 を利 用 し、

区界 ・河川 、道 路 ・鉄道 、商店 ・会 杜 の多い ところ、畑の多い ところ、公 共施設 ・公 園、

文字 ・凡例 と別 々のシー トに下絵 をなぞ りつつ 、デー タを以 下の要領 で入 力す る,

・拡 大率 は、原図 の1.4倍 、また はA3版 の用 紙1枚 の どち らか小 さい方 に収 め る。

・文字 の大 き さは 、14ポ イ ン ト程 度 を標 準 とす る。

・ある一定以 下の面積 の部分 は削除 し、周 囲 を色 で塗 る。

・配 色 にあた って は
、明度差 を付 ける よう注意 し、明度差の近 い色 は、斜線や 格 子な

どに塗 り方 を変 えて、識 別 しやす い よ うにす る,

・色 の境界 線 をは っき りとつ ける
。

・要 素 は必 要最小 限 に とどめ る とともに、河川 ・道路 ・鉄 道等 の名前 は、凡 例 で示す 。
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③ 弱視 の児童へ の指導 上の配慮

地 図な ど、資料の読み 取 りで は、原則 として 同 じ物 を使 用 しない と、読み 取 った 内容

に違 いが 出て評価が 困難に なる場 合 があ る。そ こで 、視 認 の困難性 を解 消 した教材 を作

成 した場合 には、弱視の児童 だ けではな く、在籍 学級 の他 の児童 に も同 じ物 を使 用 させ

るこ ともある。そのた めには、課題 か ら離れ て いないか 十分留意 しなが ら作成す る とと

もに 、在籍学級 の児童 に も使 いや す いか 、在籍学級 の担 任 と検討 しあい 、予 め確 認 して

お く必要が あ る.

鑛醗 灘1　 ζ野空　
徳 ・ 残 謎

翫 露
融

ぜ霧 ・驚 難

!
一

図1副 読本 にあ る土地利用 図(原 図)

◆世田谷区の土地の使われ方◆

区

黒区

0土 地の憧われ方0

[==H皐宅m夢 いとこる

■ お轟セや会社の多いところ

E==]蜘ω郵いところ

田 公■など

吻 公共亀墨`孕 校や弱書億など}

o蝕 遭o

① 痕王穂

② 小田態

⑦ 鉾四 睦

④ 田融肺纏

⑤ 目黒臆

⑤ ■観

⑦ 耕 哺

0道 陪0

国 中舶 動軍迎

回 甲賄 ■

国 世田翻 り

区〕賓名龍 鵡

回 玉kllり

匡]鰍 八号纏

国 鰍 切 謹

区

図2弱 視の児童にも見えやすい工夫をした土地利用図
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(2)数 学 のグ ラ フを用 いた事前 学習 にお ける支援 と配慮(中 学校2年 〉

① ね らい

弱視 の生徒が在 籍学級 にお いて 、1次 関数 を学 習す る上 では 、グラフを正確 に読み 取

るこ とや 、式 を グラフに表す こ とをスムー ズに行 え るこ とな どが必要 にな って くる。

そ こで 、通 級指導学級 で は、市販 の1皿1単 位 の方 眼紙 の使用 を避 け 、4㎜ 単位 の方 眼

を使 用 し、グラフの読み 取 り、グラフの作成 の指導 を行 った。1次 関数 を学習 す る上で

困難 な点は以 下の とお りであ る。

・市販 の1㎜ 単位 の方 眼紙 を使用 して作業す る ことD

【理 由】 目盛 り恭細 か く認識 しに くい。

色 が薄 く認 識 しに くい。

・グラフの 全体像の把握 、座標や グラフを読 み取 る こ と。

【理 由】弱視 レンズ の使用 に よ り、見 た い部 分 は拡 大 され るが 、一部 分 しか認知 し

に くい。

・離 れた方 眼黒板 を読み取 る こと。

【理由 】弱視 レンズを使用 しない と読み 取 りに くい。

② 数学(単 元=1次 関数 とグラフ)の 事前学 習 の実際

2.方 眼紙か らの読み 取 りと書 き込み をす る。

(1)マ ス 目が1an単 位 の方 眼紙 を使用す るe

① グ ラフか ら座標 の読み 取 り練習 をす る.

②表 か ら座標 を グラフに書き込む練 習 をす る.

③ 方 眼紙 上 の任 意 の2点 を直線 で 結ぶ 練 習 をす

る。

④y=2x+1の 値 の表 を も とに グラフ を書 く。

俵 をも とにグ ラフに座 標 を書 き込 み、定規 を使

用 して線 を引 く)

⑤y・=2x+3の グラ フを書 く。傾 き と切 片を利

用 して書 くた めに2点 目以降 は、右へい くつ、上

に い くつ と順番 を打て るよ うにす る。

⑥他 の1次 関数 の グラ フを書 く練 習 をす るe

(2)次 に教科 書 に載 ってい るマ ス 目が4mm単 位 の

方 眼で 、(1)の ① か ら⑥の練 習 をす る。

・照度 の調整 をす る。

・作業す る姿勢保持 のため、傾斜 机 を利 用

す る。

・弱視 レンズ を使用 しな くて もす む 、マ ス

目の大 きい方 眼紙 を使用す る。

・グラフ を書 いた時、正確 な線 との誤差 が

1皿 程度 に収 ま るよ うにす る。

・直線 と点 とのずれ を1㎜ 程 度 に収 ま る よ

うにす る。

・マ ス 目の数 えを正確 に、速 く行 える よう

にす る。
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3.方 眼黒板 か らの読 み取 り

方 眼 黒板か ら3m離 れた位 置 か ら単眼鏡 を利用 し

て読 み取 る練 習をす る。

(ユ)方 眼 黒板 に示 した座標 を 口頭 で答 え る。

(2)方 眼黒板 に示 した座標 を手 元の方 眼紙(マ ス 目

4mm)に 書き込む

(3)方 眼 黒板 に示 したy=3x十1の グラ フにお

けるマ ス 目の交 点(X座 標 の値 もY座 標の 値 も

整数 値)の 座標 を 口頭 で答 える。

(4)方 眼 黒板 に示 したy=2x-3の グ ラフか ら

切 片 と傾 き を読 み取 り、方眼紙 に グラフ を書 く。

①y軸 をさが し、切片 を見 つけ る練習 をす る。

②切 片 を も とに傾 きを利用 して2点 目を さがすe

③切 片 と傾 き よ り方 眼紙 に2点 を取 り、定規を使

・単 眼鏡 を使 用す る。

・方 眼黒板 は 白地 に黒線 の もの を使 用す

る。

・y軸 の線 を わか りや す く、太め に書い て

お く,
・2点 を的確 に探 し出 し、2点 問 の数 を正

確 に数 えられ るよ うにす る。

・この とき2点 か ら引 いた直線 が正確 に引

け てい るか 、傾 きを もとに他 の点 を調 べ確

認す る。

③ 指 導上の配慮

・教 科書 に使 われ てい るマ ス 目が4㎜ の方眼 では、比較 的ス ムー ズに 一次 関数の グラフ

の読 み取 りや グラフを書 くこ と解でき るよ うにな った。 しか し、一つ の方 眼 に複数 の グ

ラ フが書かれ てい る場合 は、読み取 れない場合 もあ る。また、方 眼黒板 か ら単眼鏡 を使

用 して 、1次 関数 のグ ラフを読 み取 ることは、正確 にな って きたが、時間が かか る こと

が あ る。

・弱視 の生徒 にとっては、マ ス 目が1㎜ 単位 の方 眼紙 の使用 、 グラフの全体 像 の把握 、

座 標 や グラ フの読み盈 りや 書 き込み 、方 眼黒板か らの読 み取 りが困難 で あ る。 しか し、

1㎜ 単位 の方 眼紙の使 用 を避 け 、4㎜ 単位 の方 眼紙 を使用 す るな ど、視 認性 の高 い教材

を使用 した り、事前指 導 をていね いに行った りす る こ とに よ り、一般 の生徒 と同 じ評価

規 準 に よ り評価 をす るこ とがで きる。また、弱視 レンズを使用 した読み 取 りや グラ フを

書 く作業は、一般の生 徒 よ り時間がか かるので、充分 な作業時 間 を確保 す る ことが 必要

であ る。

・弱視の児童 ・生徒に対する配慮 を行 う場合
、児童 ・生徒 の見えに くい状態 は個々に よって様 々

である。医療機関や通級指導学級な どと連携を図 りなが ら、一人一人の状態 をよく把握 し、個

に応 じた配慮を行 うことが大切である。
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IV難 聴の児童 ・生徒の評価 と観点

1難 聴 に基 づ く困難 が あ り評 価が 難 しい場 合

難聴 の児 童 ・生徒 は 、補聴器 を使 用 して いるが 、授 業な どの活動場 面 で聞 き取 るこ とが難

しく、配慮 な しで 、一 般の児童 ・生徒 と同 じよ うに学 習活動 に参加 す るこ とが 困難 な場合 が

あ る。

観 点(「 関心 ・意 欲 ・態度」 、 「思考 ・判断 」、 「技能 ・表現 」、 「知識 ・理解1)ご と

の 評価 を基 に、全 学年の各 教科 の評価 につ いて検 討 した結 果、特に、国語 ・算数(数 学)・

音 楽 ・英 語の教 科の 中で、難聴 に基 づ く困難が あ り、学校 で作成 して いる評価規 準 に よる評

価 が難 しい 点が あげ られた。 しか し、評価 に至 るまでの支援 や配 慮を行 った り、評価 す る際

1に支援 や配慮 を行った りす るこ とで、一般 の児童 ・生徒 と同一 規準で評価す る こともでき る、

A小 学校 とB中 学校で 実際 に作成 され た評価規準 を もとに 、難聴 の児童 ・生徒 の評価 が難

しい規準 とそ の理 由につ いて分析 し、そ のための指 導上の工夫や 、評価 を行 う際 に可能な 支

援 や 配慮 にっ い て 、以 下の よ うに具体 的に示 した。

(1)小 学枝音 楽

1凡例1

「評 価 が難 しい活 動」

Alリ ズ ムの認知 を伴 う活 動B:旋 律 の認知 を伴 う活動

C:フ レー ズの認知 を伴 う活動Dl音 色 の認知 を伴 う活動

E:強 弱 の認 知 を伴 う活 動F=速 度 の認 知 を伴 う活動G:和 声 の認知 を伴 う活 動

「指 導や 評価 にお け る支援 ・配慮 」

Al評 価 に至 るまでの支援 ・配慮

B=他 の児童 ・生徒 と同一規 準で評価 す るた めの支援 ・配慮

宰 評価規準 の観点は、①音楽 への関心 ・意欲 ・態度 ② 音楽的な感受や表現のエ夫

③表現の技能 ④鑑賞の能力の4観 点で作歳してあるが、

巌太字 は 「困難」 と考えられる部分、_は 障害に対す る具体的な支援や 配慮

学
年 単元 観点

障害に基づく困難があり

評価が難しい評価規準

評価が難 しい活動 指導上の支棲 ・配慮

A B c D E F G A B

1

年

みんななかよし ①

④

②

③

自分の声や友違の歌声を聴き、友

達と一緒に歌 うことを楽 しんでい

る。

音峯を聴いて、そのよさや楽Lさ

を盛じ敢ろうとしている。

楽曲の気分を感 じ取って身体豪魂

をしたサ、音楽に合わせて歌う棄L

さを感 じ取ったりしている。

1喀を揃えて歌ったり.拍 の流れに

o

o

o

o

o

o

o

O

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

リズム、強弱を視覚

的な記号伏 小の丸等)

で表わす。

曲の リズムに合わ

せて体を揺らす等、

体表現を伴 わせて厭

わせる。

視覚的な記号を手

がかりに、正 しいリズ

ムを取れている。

曲のリズムに合 わ

謝せて楽 しんでいる様

子を身体表夏から見

至。

おんが くにあわせ

て

②

②

楽曲の虹分を盛じ壇つて.身 偉衰

現や歌い方を工夫している。

楽曲の気分を感じ融うて、身体衰

親をしたり、音肇に合わせて歌う楽

しさを盛じ敢ったりしている。

0

0

o

o

O

o

o

o

o

o

o

o

楽曲 のイメー ジを

色、感舳、具体物等で

伝え、身体裏現を工夫

させる.

友達 と一緒 に楽 し

んでい る桜子を身体

表現から見る.
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いいお とさがして ⑪ イメージに合った音を探して衰現す o 音 色のイメージを 音色のイメージを

る居動に、進んで融り組んでいる. 擬音語や擬態語で表擬音語や擬艦語に

④ いろいろな音色の特脅をとらえな力噌 o す. 欲的に置き換 えよ う

ら聴こうとしている. 楽 器をイメージ しと して い る。

② いろいろな楽器の音色の違いを盛じ o た擬音語 ・擬態語を当

取,て 、藏奏の仕方を工夫している。 て は め る。

③ 場面のイメージに合う音を即輿的に 0 o o o

表現 している。

ようすをおもいう ② 情景を謹像 したリイメージを膨らま o o o o o 憐景や気分を風景 風景画等を見て身

かべて せたりしながら、聴く肇しさを感じ敢 画、情景画.表 情等で体表現を楽しんでい

1 って い る. 伝え簡単な身体表現る 。

③ 音楽全体の盟分を感じ取って聴く。 o o o o o をす る。

年 みんなであわせて ①
主な旋律をロずさんだり体を動かしo o o o o 手刀 を上下 させ る 王丑を頼りに主旋
たりしながら、楽曲全偉の気分を感じ ことで主旋律を、イメ律をイメージ しよう

取ろうと」ている。 一 ジ させ る
。 と して いる.

② 主旋律にリズム{伴嘉を加えて演妻寸 o 0 o o 手 刀 を上下 させ な

る棄Lさ を盤じ融って.表 珊の仕方を が ら,リ ズ ムを 口ず さ

工夫している、 な 。

② 櫨最を想像したりイ.メーウを膨らま o o o o

せ た りしながら.聴 く楽しさを感 じ融

つて い る。

③ 音楽の中から自黙に聞こえてくる楽 o o o o o

讐の音や擬音に気を付けて聴く。

1

ひ ろがれうたのわ ① 歌声に関心をもち、進んで明るい庫 o o o 題材 の中から1～2 選 曲 した歌の歌
.

で歌おうとしている. 曲を選び、歌詞を正 しを正 しく唱 えるこ と

② 範唱や友違の歌声を聴いてきれいな o o く覚 えさせる. が で き る.

歌寅に気付いたり.貞 の出し方を工弐

Lた リLて い 愚。

やわらかい声で歌 ② 歌詞の気分を盛じ取って歌ったり、 o o o 題材の中から1曲選 リズムと歌詞が正

お う 範唱や友達の歌声を聴き、その巨さを ぱせ る。 し い 。

感じ取っている。 教師の歌唱場面をリズムと歌詞が正 し

③ 自分の寅の持ち味に気付き.自 然で o 録画 したビデ オによ い。

無理のない声で歌っている。 り事前学習をさせる.

ドレミとなかよし ② 歌唱表現の築しさや友だちと芦を台 o o 題材の中から1曲還 リズム と歌詞が正

わせて駐う楽しさを感 じ融って歌りて ぱせ る。 しい。

い る。 教師の歌唱場面を ハ長調の旋律を提

③ 楽譜と音との関遮に気付きハ長調の O o 録 面 した ビデ オによ唱 で き る.一

3 旋倖を模唱したり視唱したりしている り事前学習をさせる。

リズムにのって演 ② 音や声の重なり、音色や人の声の嚇 o o o リ コ ー ダー の 個 兄1 正 しい指造いがで

年
奏 微を感じ取,て 聴いたり、衰現を工二夫 指導をする。 き る。

してい る。

いい音見つけて表 ④ 曲碧を感じ敢って聴いたり、曲袈の 0 0 o o 打楽 器のパー ト錬 打楽翠のパー トを

現 移り壷わりの棄 しさを味わお うとして 習を行い、正Lく 打て正しく打てる。

い る。 る よ う に させ る。

③ 曲魍を生かした歌い方や楽盟の演妻 0 o o

を してい る。

みんなで合わせて ① 声や音の響き合いに関心をもち、進 o o o 題材の中から1曲選 リズム と歌謁が正

んで歌ったり演奏したりLよ うとして ばせ る。 しい。

い る, 教師の歌唱場面の 正 しい指遣いがで

② 声や音の響き合い音盛 じ敢って.塵 o o o 録画による事前学習 き る。

器の組み台わせを工夫している。 を させ る。 打 楽器のパー トを

③ 互いの音を聴きな∬ら.柔 らかい声 o o 正 しく打てる。

で歌ったり、きれいな音色で楽累を漏

嚢すること炉できる.
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様子を思い浮か園 ① 棄曲の気分の麦化や楽器の音色に閾 o o o o o o 楽 曲 のイメージに 視覚的手がか りを

て 心をもち、進んで聴いたり衷現したウ 近い絵や誹等を手が駆使して曲、曲想を描

しよ う として い る。 か りに、曲想について こうとする

② 曲想を盛じ取って歌い方や楽器の満 o o o o o o 周 囲 の友達 と話 し合

奏を工夫している、 わせ る。

③ 喰詞の表す情景や旋律の抑揚から. o o

楽曲の気分皆盛じ敢って表現を工夷す

ることができる。

歌声を広げよう
1

④ 2声の重なりの響きを盛 じ　取ったり. o o o o 題材 の中から】曲選ぱ リズムと歌詞が正

曲想を味わったりしながら範唱や友だ せ る。 し い 。

ちの演棄壱聴 くことがで皆る. 教師の歌唱場面を

② 2つの旋律の重なりを睡じとって、敏 O o 録 画し、それを見て個

い方を工夫している。 別に練習させる。

ふ しのま とまりを ④

1

旋い律の くり逗しや壷化、畏捌と短

.

o

1

作曲者や、作詞者の 資科をもとに、感想

感 じて歌お う 醐の響音の違いを感じ取って聴 くこと 背景や歌胴 の照釈等をまとめる。

が で きる。
1

の学習をさせる.
1

音 の重なる美しさ

1

④

■

響きの黄しさや、演妻形態によって o o o 課題曲を滅らす 二人組亙、正しいり

を感 じて衷現しよ 衰現の違いを感じ敢って聴くことがで 二人組での二部合ズム、速度、歌詞で台

う き る。 唱の練習をさせる。 唱ができる。

② 人の声や楽器の音色の特繊を感じ愈 o o o 自分 で選択 した

って、美しい響きを束めた衰現を工夫 塁 で 、正 しい リズム 、

して いる 。 蓮度で濱奏ができる。

③ 重なり合う声の響きや棄器の音色に o

弧をつけて、含唱Lた り台桑 したりす

ることがで音る。
1 1 . 1 . . . 1 . 「

曲の山を生か して ① 自分自身の表現意図をもって豊かな o o o o 曲 のイメージにあ 資輯をもとに感想

表現 しよう 歌唱婁現をしようとしている。 った絵や写真を見たをまとめる。

④ 友だちの婁現の良さを盛じて聴いて o o o り、歌詞の解駅を学習 邊覚的手がかりを
い る 。 させ る。 もとに曲想をイメー

6 ③ 理解した歌詞の内窟や楽曲の構成に o o o o ジす る.

ふ さわしい幾現の仕方を工失して歌っ

年 て い る.

アジアや世界の音 ② 旋偉やリズムの特微を匪じ歌って踊 o
1 1

アジアの国専につ 塑盤.感 想
楽に親 しもう い て い る、 いて写真を見たり、資をまとめる。

③ 様々な音楽の特穐を感じて表現Lて o o o 料 を翫んだりさせる。

い る 。

響きのある声で鰍 ② 曲想や場面に合う歌い方を工夫Lて o o

1

課題曲を減らす。 リズ ム、強 弱 、速 度

お う い る。 敵師の歌唱場面のに気をつけ、正 しい歌

③ 豊かで響きのある声で歌,て いる。 o o o o 録画に合わせて歌う置で歌っている。

棟習をさせる。

気持ちを込めて合 ① 音楽や音色の特纏、楽曲全体の響き o o o 作曲者や作詞者等 資料をもとに轟想

奏 しよう などに関心をもち、友だちと幅力して の背景に 関する資料 をまとめる。

合奏しようとする。 を設ませる。 曲想にっいて考え

② 音楽の特徴を生かした表現の仕方を o o o 資 料 をもとに曲想 を発表できる.

工夫している。 について、友だちと脂 リズ ム、強 弱 、・擦 忠

③ 奏怯や音色、音のバランスに気をつ o o o し合わせる。 に気をつけ、演奏 した

けて表現Lて いる。 り 、 歌 っ た り し て い

る。
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(2)中 学校外国語(英 語)

1凡 例 】 「評価が難 しい活動j

A:話 声の認知を伴 う活動(話 声を言葉 として正確 に聞き取るこ とが困難。そのため、語 の発音 ・

強勢、文のイン トネーシ ョン ・リズム等発話が困難。>

Bl口 形の認知を伴 う活動(場 合によって、話 し手の 口形 を読み とって、話 しを理解するこ とが

困難。)

C=オ ーデ ィオ機器による話声の認知を伴 う活動(機 械音 を聞き取 ることが困難e)

「指導や評 価 にお ける支援 ・配慮 」

A=評 価 に至 るまで の支援 ・配慮

B=他 の児童 ・生徒 と同一規準で評価 す るための支援 ・配慮

宰 評価規準の観点は、①コミュニケーションへの関心 ・意欲 ・鯨度 ②表現の能力 ③理解の能力

④言語や文化についての知識 ・理解の4観 点である。※太字が 「困難」と毒えられる部分

(全 学 年 ・全 単 元 に お い て 、 主 な 活動 が 同 一 の た め 、第2学 年1学 期 の 内容 を抜 粋)

学 陣書に基づく困離があり 瀦 が鑑い・話動 指導上の支援 ・配慮

年
単元 観点

評価が藍しい評価規湿 A B c A B

過去形 ② 強 勢.リ ズム 、 イ ン トネー シ ョン、 o o 【単語の発音と意味1

規則査化動詞 区切 りなど、基本的な莫語の音声rに注 ゆっくりした肉声で、口形を見せ 発音をカタカナ

獺 意Lて 正しく貫うことができる。 ながら聞かせる。 に置き襖えて、発

② 規則動詞の過去形{の 文)を 正しく o 過去形の記など.特 に聞き取りに音す ることができ
曼音することができる。 くい発音は強調して聞かせる。 る 。

③ 規則動詞の過去形(の 文)の 発青を o o o 発音 を袖めにカタカナで表記し、

聞き取ることができる。 発音させ、徐々に英語特有の発音に

過去形

不規則変化動

Φ

②

ペァでの会話の役割練習において,

積極的に参加しようとする。

強勢、 リズム.イ ントネーション.

O

o

o

o

導く.

亮音記号の醜み方を習得させ.発

音練習をする。
詞 区切りなど、茜本的な英語の音声に注 正しく発音されているか、教員が

意して正しく貫うことができる。 確語する、

② 不規則動詞の過去形{の 文)を 正し o 単語の意味を正 しく理解 してい
く発音することができる。 るか 、確 認す る。

2
③ 不規則動詞の過去形{の 文〕の発音 o o o 品詞の理解のため.フ ラッシュカ

を聞き取ることができる. 一 ドを、品詞ごとに色分けする.

過去形
① 6Dの 脱明文を聞き、その中のキーワ
ー ドをとらえようとする

。

0 1単語の弛勢1

強勢部分に色をうけ.視 覚的に補

強勢を意識 して

発音 しようとして

② CDの 英文壱聞き.印 象に残った文を o 助する. い る。

英藷で書くことができる、 教員は、強勢部分でこぶ しを突き

③ OOの 英文を聞き、どの絵について説 o 出すなど、身体表現をつけて示す.

明 されているか理解す ることができ 生徒にも同様に身体表現を付随さ

年 る 。 せて習得させる,

④ COか ら登場人物が伺時に何をやった o 【文のリズム1 リズムを意識 し

かを聞き取り.日 本晒で書くことがで 手拍子に合わせる、全身でリズムて発音しよ うとし

き る. を表現するなどして、文を腕む。 て い る。

① ペァでの会話の役割練習において、 0 o an旦P掴oな ど単話の航みがっなが

理由を聞く 積極的に参加しようとする. る場合には、印 をつけて注意を促

② 強 勢 、 リズム.イ ン トネー シ ョ ン、 o o す 。 疑闇文等基本的

区切リなど、茜本的な英語の音声に注 【文 の イ ン トネ ー シ3ン 】 なイン トネーショ

意 して正しく言うことができる。 疑問文等の基本的なイン トネーンを、矢印で書レ

⑪ ペアでの会話の世割綜習において、 0 o シ ョンには,矢 印を書き、発音のイて衰現することが

過去進行形 積極的に参加しようとする。 メー ジ を つ け る. で き る.
.

② 強 勢 、 リズム 、 イ ン トネー シ ョ ン、 0 o 【単語や文の聞き取り1

区切りなど、茜本的な英語の音声に注 オー ディオ機器を使用せず、ゆっ

愈 して正しく言うことができる。 くりした肉声で、口形を見せながら

聞か せ る。
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② 煙動詞の過去形を正 しく発音するこ o 1音読】 単語や英文を文

とができる. オーデ ィオ機器は使用せず,教 艮字で見て、内容を

② 過去進行形の文を正 しく発音するこ o が肉声で読みあげ、教科書の音読箇把握できる.

とができる。 所 を指 で フ ォ ローす る。

③ h已動詞の過去形(の 文〕を聞き取る o o o 拡大 コピーで、音競文を拡大し、

こ とが でき る。 音読箇所を示しなボら読む。

③ 過去進行形の文を聞き取ることがで o o o 1文法事項の確副 発音をカタカナに

き る。 写真 ・桧 ・実物等の具体物を示 し、置き換えて、読む

視覚からイメージを膨らませ、理解 こ とが で き る。

病気、けがにつ ① ベアでの会話の投割練習において、 o 0 の援助とする。

いて聞 く 積極的に参加しようとする 板書は、→や色を多用し、視覚的

② 相手の体講をたずねたり、その答え o o にわかりやすくする.

を言うことができる. 頻蟄に使われる表現(慣用表現等)

③ 強 勢.リ ズム 、 イ ン トネ ー シ ヨン. o O は 、カ ー ドに してお く。

区切りなど、甚本的な英語の音声に注 1英文和測

意して正L<言 うことができる。 和駅があいまいにならないよう.

① ペアの会話の役割練留において、積 o o プ リントにして旗す。

未来形
極的に参加 しようとする. 主語 ・動詞など、色別して板書し、

② 強勢 、 リズ ム.イ ン トネー シ ョン、 o o 和訳 の基本を規覚的に定着 させる。

区切りなど、甚本的な英嬬の音声に珪 1ベ ア ワ・一ク1

章して正しく言うことができる。 雑音ボひどくなるような一斉の棟

② 未来の助動詞を使った文を正 し(尭 o 習にせず、静かな環境で行 う.

音することができる。 ベアは難聴の生徒に.口 形をはっ

③ 未来の助動詞を使った文を闇き触る o 0 o き り見せて発音する.ま た自分のス

こ とがで き る。 キットを言い終わったら、合図する。

1英語での応割

ゆっくりした肉声で,口 形を見せ 筆談できる.

ながら聞かせる.

【ビデオ教棚

字幕っきの教材を用意する.

予め内容を文字に起こし、視聴の

際にその文宇プリントを見せ る。

2指 導 事例

(1)音 楽の 指導 や評価 にお ける支 援 と配 慮(小 学校6年)

① 音 楽科学 習指導案

◆題材 名 「曲の気分 を とらえて」

◆題 材 のね らい(目 標)

歌詞 の表す情 景 を思 い浮かべ て 、表情豊か な歌 い方 が でき る ようにす る。

曲想 を感 じ取 って、想 像豊 かに聴 いた り表現 した りす る こ とがで きるよ うにす る。

◆対 象児童 の様 子

校 内に設置 され ている難聴通 級指導 学級 に通級 してい る本児 は 、聴 力の程度 は90デ シベル か

ら100デ シベル であ るD在 籍 学級 での教師 の話 は、補聴器 を装 用 していて も、ほ とん ど聞 き

取 れず 、 口形 を見た り、板書や プ リン ト類の視 覚的 な教材 を手がか りに した り、周 囲の友 達

や 教 師の支援 も得 なが ら授業 に参加 してお り、歌唱で は隣の児童 が楽譜 を指 で さ して歌 って

い る。 本児 の独 唱や リコー ダー 奏 の表現 の良 さを認 め るこ との で きる学級 で ある。

難聴 通級指 導学級で は、音楽 の担 当教諭 か らの依頼や 本 児 の要望 にも応 えてい る。音 楽 の

担 当教諭 と学 習時の具体的 な 工夫 について検討 し合 った り、本児 に対 して は、通級指導 の 時

間の 中 で、音 楽 の事前学習 の ための支援 に も取 り組 んだ りして いる。
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◆本 時 の教 材及 び教材選 択の理 由

「グラ ン ド電柱」=宮 沢賢治 詩 、林 光作 曲

秋の始まり、岩手の田園風景が感 じられる臨 メロデ ィーや リズム、前奏、間奏などか らす

ずめの動きも感 じられ る。 すず めた ちの気持 ちにな って歌 う。

「いるか」=谷 川俊太 郎詩 、林 光作 曲

・"いるか"の 読み方 で、詩の内容が変化する面 白さに気づかせ る。更に曲を付けるこ と

で、詩の もっ リズ ムや面 白さをよ り良 く感 じさせ る。

・いろいろな読み方ので きる詩で、児童が想像 し表現を工夫す るのに適 している。

r失わ れた歌 」チ ャール ズ チル トン作 曲 イ短 調(自 然短音階)4/4拍 子

・自然短音階 のこの曲は6年 生の心情に合い、本児 にとって も拍 を感 じやす い曲である。

◆本 時の学 習

ア 本時 の 目標

・音楽 の楽 しさを共有す る。

・詩 の持 っ リズムや 言葉 の面 白さを感 じ取 り、イ メー ジを持 って楽 しく歌 う。

・曲の気 分 を感 じ取 り、互いの音 を聴 き合 いなが ら二部合奏 をす る、

イ 本時 の展 開

時間 学 習 活 動 ◇支援 ・留意点@評 価 ◆難聴の児量^の 支援 ■評価

6分 1、 歌(既 習 曲) ◇緊張をほぐし、楽 しい雰囲◆楽譜か教師の口形を見 るか選 ばせ

「夏 の風 の 歌」 気がでるように曲を選び ピア る.

「ポ ラ ンの広 場」 ノ を 弾 く。 ◆ 口形 を運ん だ場合 は 、教 師1まピア ノ

「ほ た る」 ◎豊 かな響 きのある声で、 で遮 蔽 されない位置 に座 り、はっき り口

「て い 一 ち で い 一 る 」 歌 うこ とに意欲 を もって参 をあけ本児 に見えるように歌 う。
「わ が想 い風 に な り」 加 した か。 〈関 心 ・意 欲 〉

4分 2、 歌 ◇情景のイメージが伝わるよ◆教師 の独唱を録画 し、楽譜 と

「グ ラ ン ド電 柱 」 う伴奏 を工夫す る. と もに渡 し、予 習 させ る。

◎すず めの動きをイ メージ ◆表情を付け伴奏 し情景をイ メー ジさ

で きた か。 〈表 現 の 工夫 〉 せ る 。

●視覚的な絵 な どを見せ 、表情 か ら

すず めの動 きをイメー ジで きたか ど

うか 判 断 す る。

15分 3、 歌 「い る か 」 ◇い るか の絵 と ・るか?の 文

・詩 を読 む 字 カー ドを提 示 し、 いるか」◆教 師の独 唱を録画 し、楽譜 と とも

・'`い る か"を イ メ ー ジ し の詩 をど う読むか 考 えさせ に渡 し、予 習 させ る.

て読む る 。 ◆ い る か の 絵 と1い るか?1の 文孚 カ ー

・自分 の速度で読む ◎"い るか"を 自分 のイ メ ドが意味するものを個別に確認する。
一 ジ で読 め た か。く表 現 の 工 ◆発 表児の 口形 と詩 が同時 に見 える

・友 達の詩 を聞 く 夫 〉 よ う、前後の黒板 に歌詞

◇人によって詩の感 じが変わ を掲 示 す る。

るの に気 付 かせ る。 ◆手話 と表情 を付け、体で リズム を
・範 唱を聴 く ◇詩 と曲の面白さが伝わ るよ 強調 し、面 白さ溺伝 わ るよ う範唱す

うに範 唱 す る。 る 。
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・歌詞唱をする ◇ 自分 のイメー ジを思い描

き歌 うよ う促 す,

@詩 の もつ リズムや ことば

の 面 白さを感 じなが ら歌 え

た か 。 〈表 現 の工 夫〉

15分 4、 二部 合 奏

「失われた歌」

伴 奏の響 きを聴 きなが ◇伴 奏 と自分 のパ ー トや 、も ◆全体 でのパ・一ト練習 の時 は、 本児 の

ら、 合奏 をす る。 う一 つのパー トとの響 きあい 前に立ち、楽譜をさしながら、拍の感

・① の パー トの階名 唱 ・を聴 きなが ら演奏す る よ う じをつ か ませ る.

リコー ダー 奏 に助言す る.

・② の パ ー トの 階 名 唱 ・

リ コー ダ ー 奏

・伴 奏 に合 わせ て 、両 パ @伴 奏 の響 き を感 じなが ◆同 じバー トの友達の指遣いを見るこ

一 トの 合 奏 ら、合 奏 で きた か.〈 表 現 の とができるよう、並 ぶ位置 を配慮す

技能〉 る 。

●友 達の指遣 いも見なが ら、正 しい

指遣 いで演奏 できたか ど うか確 認す

る.

5分 5、 歌{既 習 曲)

「詩 人 」 ◇本時の雰囲気とは異なる曲◆選んだ曲を知 らせ 、楽譜や 歌詞表

「ミ ュ ウ ズ の お 気 に 入 を選び、児童の気持ちを切 りを用 意 し、歌詞 を追 え る よ うにす る。

り」 替 えて、印象の異なる音楽の本児 が 口形 を見ることを選んだ場合

「狩 人 の 歌」 面 白さを感 じさせ る. は 、 口形 が は っ き り見 え る よ う教 師

@自 分や友達の歌声や歌唱の位置 を考慮す る.

表 現 に興 味を もって聞いて

い るか。 〈鑑 賞 〉

② 難聴の児童への配慮 ～音楽の授業に参加 しやすくするための工夫～

〈〉座席についての日常的な配慮

・教師 が ピア ノを弾 きなが ら歌 うとき に、 口形 が見や す い位 置 にす る。

・他の児 童 が見渡 せ る位置 にす る。

・難聴 の児 童 の隣 りに、歌 唱 の際 、楽譜を指で 追い 、歌 ってい る箇所 を示せ る児童 を

座 らせ る。

*毎 回 、同 じ児童 に な らな い よ うな配慮

・リコー ダー合奏 の際 は 、本 児 の斜 め前に同 じパー トを吹 く リコー ダー の技 能 の高

い児 童を座 らせ る。

*本 児 がそ の指遣 いを見 なが ら演奏 でき るよ うにす るため

・譜 面台 の活用。

牢本児や 補助 す る児 童 ・教師 の両手が空 くた め
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〈〉題材の選択についての配慮

・テ ンポが遅 めの曲を選 ぶ。

・拍 が取 りやすい 曲な ど、児童 の 実態 に合わせて選 択で きる よ う何 曲か用意 してお く。

・手話 につ いては 、難聴 の 児童 の授 業 への参加意 欲 を促 す ため に、部分 的に併用す る

ことも考 え られる。

・歌唱 のテス トでは 、課題 曲を数 曲用意 す る。

*全 体 の前で歌 うか ど うか 、本児 の意 向 も聞 きなが ら、本児 に対す る評価 がで き

る曲を教師が選 び 、他 の児童 と同 じテス トを受 け させ る。

〈〉指導方法についての配慮

・歌の練習 の仕方の工夫 をす る。

*一 曲通 して歌 うの では な く、 難聴 の児 童の い るク ラスで は 、歌 い易 い よ うに 、

区切 って フ レー ズ毎 の練習 を行 う。

・楽譜 を指 で追いなが ら、全 体指 導 を行 う。

*難 聴 の児童 の前で 楽譜 を指 で追い なが ら、指 導 を行 う。 この こ とに よ り、全 体

練習 の 中で個別指 導 を行 うこ とができ る。

・本児 が参加 しやす い歌唱 の方法 を、 自分 自身 で判 断 させ る。

*教 師 の 口形 を見 て歌 うか 、隣の児童 に楽譜 を指 で追 って も らって歌 うか選択 さ

せ る。

・リコー ダー な どは、 自由練 習の時 間 を設 け る。

*そ の時間 内に個別 に指 導 をす る。

◇その他

一予習 につい て 一

・新 しい 曲を取 り入 れ る際は 、音楽 の教師が 、難聴通 級指 導学級 の担 当者 に伝 え る。

歌 唱曲は ビデオ撮 りし、楽譜 と併せ て本児 に渡す。 曲が難 しい場合 は 、難聴 通級 指

導 学級で 、個別 指導 を行 い、家庭 で もビデ オや楽譜 を活用 して練習す る。

一合奏へ の参加 のさせ 方 につ いて一

・曲 目に よっては、皆 と同 じよ うに演奏す る ことが難 しい 場合 もあ る。 その際は 、参

加 で きる部分 だけ演奏 をす れば よい とい う配 慮 をす る場合 もある、

③ 授 業者 の本児 に対す る評価

・導入 の既 習曲で は、 「て い一 ちで い一る」か らは、学級 の児童 の表情 が豊か にな り、

身 体表現 も現れ て いた。 本児 に とっては手話 を加 えての 歌で あったの で、教師 の手 話

に 注視 し、本 児 も笑顔 で手 を動 か していた。 「わが想 い風 にな り」は小 さいなが らも

声 が出てお り、周 囲の様子 に関心 を もちなが ら、楽 しそ うに活動 に参加 で きて いた 。

・ 「グ ラン ド電柱 」は全 体的 に伸び 伸び と歌って お り
、児 童の表情 か ら見て 、すず め

の動 きもイ メー ジで きてい た。

・ 「い るか」 は、始 め に友達が 詩 を読んだ。 比 較的 、情感 を込 めて上手 に読ん でい た

一41一



が本 児に は、理 解 できて いなか った。 しか し、範 唱に移 って か ら、手話 が加 わ った こ

とや視 覚 的な教材(絵)が 加 わった こ ともあ り、少 しは身体 表現 も加 えな が ら歌 って

い た。

・リコー ダー の合 奏は2回 目だが 、各 自のパー トを吹 けて いる子 ども達が 多か ったの

で 、本児 も含 め、個別 の課題 が必要 な児童 の指 導 に絞 って い く必 要が ある。 本児 は ピ

ア ノ伴奏 を聞 きなが ら合奏 で きていたbま た、 自分 の選 んだパー ト1で は正 しい指遣

いで 、拍 の感 じもわか ってい たので 、本児の この時間 にお けるね らい は達成 で きた。 ・

評 定は 「で きる」(3段 階 中、2の レベル).

④ 指導 上 の配 慮

・本授 業の指 導者 は 、子 ども達 に合 わせ、教 師 自身 の取 り組 み方を柔 軟 に変 えなが ら、

音 楽科 としてのね らい を達成 す るために様 々な工夫 を行 って いた。難 聰 の児童 のみ で

は な く、他 にも個 別の 支援 が必要 な複数 の子 ども達 に対 して も、適切 な配慮 を行 つて

い た。難聴 の児童 に良かれ と考 え取 り組む こ とが 、他 の子 ども達 を育 て るこ とに もっ

ながって い る、

・難聴 の児童 に合 わせ て授業 を進 める と、音楽 に対す る高揚感 が学級 全体 では得に くく

な る よ うな揚合 もあ った。 一方 、教材 の難 易度 を上 げ ると難聴 の児 童が参加 しに く く

な り、本児 の 中で育 ちつつ あ った音楽 に対 す る興 味 ・関心が 薄れ て しま う。 この よ う

な 中で、本児 に対す る配慮 が 考 え られ 、本 児 も技術 的 には正 確 に音 や声 が出せ な くて

も、音 楽 に興味 ・関心 を侍 ち、 自分 な りに表現 す る よ うにな った。聴 覚 に障 害 が あっ

て も、通級指 導 学級 と連i携して音楽 の活 動 に取 り組 み 、音楽 に対 して興 味 ・関心 を も

って取 り組 め るよ うにな った。 なお 、難聴 の児 童 に対す る評 価 を含 め 、様 々 な指 導 内

容 ・方 法 の工夫や 配慮 を、他 の教師 にも、広 く知 らせて い くことが必 要で ある.

・配慮 の し過 ぎがあ った り、他 の児童 との差 茄著 しか った りす る と、配 慮 され る児童 も

他 の児童 も納得 できない。助 け合 うこ との大切 さを 日常的 に指導す る必要が あ る,

(2)

①

◆題 材

◆指 導 目標

英語の指導や評価における支橿と配慮(中 学校2年)

英語の授業の例

過 去 進 行 形lLESSON3fStudentReportsj回

言 語 材 料=be動 詞 の過 去 形was、wereを 使 っ た 疑 問 文 と答 え方 。

言 語 活 動=き の うの 天 気 に つ い て 「話 す こ と」 、 「書 く こ と」 の言 語 活 動 を行 う。

本 文 に つ いて 「聞 く こ と」 、 「読 む こ と」 の 言 語 活 動 を 行 う。

◆ 生 徒 の様 子

対 象 の生 徒は 、校 内に設置 されて い る難聴 通級指 導学級 に通級 してい る.聴 力 の程度 は85デ

シベ ル か ら100デ シベル で、対面 して話 せば 聞 き取れ るが、在籍 学級 の授 業で教 師の声 を聞 き取

る こ とは難 しい。英 語の リス ニ ングで は、特 に、オーデ ィオ機 器か らの音声 は困難 であ る。また、

日鴬接 してい ない英語 の発音 も聞き取 り力灘 しい、
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学習内容 ◇留意点とO評 価 ◆難聴の生徒への支援O評 価

・ 「昨 日は忙 しか ったか?」 と 日本 語 Obe動 詞 の過 去形 を使 ◆質聞を板書す る。

で 質 問 し、英 語 で答 える。 っ て 答 え られ るか。 ◆他生徒の答えを、口形を見せてゆっくり

(復習) OYes/Noだ け で も よ い 復唱 、また は板 書 して伝 え る。

Iwasbusyye8t巳rday か ら積極的に答えよ うと◆質問を文字で伝える。

・同様 の質問 を英語で尋ね る。 してい るか. ◆矢印や色 を多用 し、板書 をわか りや す

・Yes
,Iwa$No,lwa呂n℃ と い う 答 え く詳 しくす る。

方 を教 え る。

・疑問文と答え方について説明す る

`版 喜)、

・キーセ ンテンスを暗唱す る。 ◇全員 がキーセンテ ンス◆ キー セ ンテ ンスを板 書 し、暗 唱す る箇

を言 え るよ うにす る. 所 を指 し示す.

◆正 しく言えているか聞いて確認す る。

・プ リン トを配 り、前 日の世界主要都 ○正碓に聞きとれ、適切に◆英語の説明文をメモにして渡す、

市の天気について英語で説 明する。 ノー トに答 え られ るか。 ◆プ リン トの拡大 コ ピー を提示 し、祖覚 的

(例)Itwasfh】einOsakayes舵rday. O意 欲 的に練習 してい るに フォロー しなが ら説 明す る。

Itwa8cloudyinSydney. か 。 ◆()内 の都 市 を、プ リン ト上で 指

・い くつか質 問を して 、答 えをノー ト で 示 し、質 問 す る。

に 書 かせ る。 ●英語の説明文を正確に理解 し、質問に対

Wa8i`finein()? して、答 え を適 切 に書 いて い るか 、

・生徒同 士がペ アでQandAを 行 う。 ◆ペアの生徒にゆっくり話す ようア ドバ

イ スす る。

・単語 の意味の確認、発音 の確 認, O全 員 が読 めて い るか。 ◆読み を発音記号も しくはカタカナで示

(フ ラ ッ シ ュ カ ー ドで行 う。) し、それを見ながら単語を読ませ る。

◆アクセ ン トは手を突き出すな ど身体表

現で生徒に伝 える。

◇ フ ラ ッシ ュカ ー ドは 品詞 で 色別 し、ア

クセ ン ト部分 に色 をつけ てお く.

●カタカナ読みで読むことができるか。

単語 の日本語の意味を理解 しているか確

認 す る。

・ピク チ ャ ー カー ドを使 っ て 本 文 O内 容 を理解できたか、興 ◆手話の表な ど実物を用意 し、視覚的 に

Omllntrodロctionを 行 う。 味を もった か. イ メー ジ を膨 らませ る。

(絵 を見 なが ら、まずh呂tεnhgで 内容

を理解 す る) ◆教科書の読んでいる部分を指で示す。

・文 を読んで内容を理解する。

■

・本文の内容にっいて英語で質問 を O正 しく理解 しているか。◆質 問を文字 で示す.

す る 。 ノー トに 書 いて い るか。 ●質問の文字を見なが ら答えることが で
・各 自答 えを ノー トに書 く

。 O正 確に読 めているか, きた か.
・教 師の後 につ いて読みの練習をす ◆音読 している箇所 を指 し示す。

る 。 ◆ 正 確 に 読 めて い るか チ ェ ックす る,

・手話 にっいて簡単な知識を紹介す ●カ タカナで表 した とき正確であれ ばよ

る 。 い とす る。

・予 習 の指 示 をす る。 ◆手話 に関す る知識があれば、破露 して

も ら う,

◆予習の指示 は板書す る。
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② 指 導上の 配 慮

・英語 の授業 では、 リスニ ング ・ス ピー キ ングな どの音声活動 が重視 され てい る。上記

の授 業で も、1単 位 時間 の約 半分 は、英語 に よる音 声活動 が 占めてい るた め、 「聞 く ・

話す 」活 動 に は様 々な支援や評 価上 の配 慮 を要す る。

・ 「聞 く」活 動 にお いては 、機械 を通 した音声 は聞 き取 りに く く、オーデ ィオ機 器 の使

用 が不可能 な場 合 もあ り、口形 を見せ る、文 字化 して伝 える等 の視覚 的 な支援 が有効 な

手だて とな る。板 書はわ か りやす く し、手話 の表 を用い るな ど、視 覚的 な教材 を活用 す

るこ とが大切 で ある。

・会話 や 、QandA等 の 学習活 動で は、で きる限 り、文字化 して伝 える よ うにす る。

・一般 の生 徒 と同 じよ うな方法で の リスニ ングは 困難 であ るた め、定期 考査等 にお け る

リス ニン グの方 法や評価 にお ける配慮 が必 要で ある。

・r話 す 」活 動 にお いて は、英語特有 の発音 の習得 は困難で あ り、発音 を聞い て習 得す

るの ではな く、新 出単語 には カ タカナ を振 り、それ を読んで発音 す る とい う評価上 の配

慮 を行 った。

・ 「読む」活動 において は、一般 の児童 ・生徒 の よ うに 自然 に音声言語 を身 にっ け るこ

とが 困難 で あ り、言語力が 育 ちに くくな る場合 もあ る.語 いに 関 しては 、抽象 的な言葉

や 、場合 に よって は身近 な言 葉 で も身 に付 いて いない生徒 がお り、言語 力 の観 点 か ら、

英文 だけで はな く、日本語 の意味 を理解 してい るか ど うか確 認 をす る こ とも大切 で あ る。

・外 国語 の学習 は困難 を伴 うが 、授業者 の話 しを全て補聴器 に よ り、理解す る こ とは難

しいので 、板 書や メモ を活用す るな どの配 慮 は必要であ る。

・第三者 に よる要約筆記や 、文字 に よる コミュニ ケー シ ョン支援 や学習支援 もで きる限

り考 えて いかな けれ ばな らない。

V研 究のまとめ

通常の学級では、小 ・中学校学習指導要領 に基づき評価規準を設定 して、一人一人の児童 ・生徒にっ

いて学習状況を適切に評価す る取 り組みが進 められている。しか し、通常の学級に在籍す る障害のある

児童 ・生徒の評価を行 う際、各教科の学習活動 を進 める上で、障害に基づ く種々の困難により、学習活

動そのものへの参加や 学習内容 の習得が難 しい揚合 もあ り、適切な評価 を行 う上で とま どいも少な くな

い。

本研 究 では 、通 常の学級 にお いて各教科等 の学 習の評 価 を行 う際 、障害 の状態 等 に応 じた適切

な評価 を行 うために 、障害 に基づ く種 々 の困難 が影響す る評価 の分析 に よ り評価 上 の配慮事項 を

明 らかに し、障害 に配慮 した指導 の工夫 を行 い 、適切 な評価 につな げる指導 事例 を示 した。

障害に基づ く種々の困難が影響す る評価 の分析では、通常の学級 における各教科の指導の うち、弱視

と難聴の特性か ら特に学習上の困難がある教科を取 り上げ、児童 ・生徒の学習状況を的確 に評価す る う

えで、障害が起因 して評価が困難な評価規準を取 り上げ、その理由を明確に した上で、指導上の支援や

配慮 につ いて一覧表を作成 し、例示 した。また、障害に配慮 した指導の工夫では、在籍学校又 は通級指

導学級 における指導事例を示 した。

一44一



1弱 視 の児童 ・生徒の 「評価が難 しい活動」と 「指導や評価における配慮」

(1)指 導上の支援や配慮によ り、他の児童 ・生徒 と同一規準で評価する場合

祉会 ・理科 ・算数(数 学)等 の教科において、細かい物 ・複雑な物を見 る作業や 、遠 くの物 を

読み取 るような活動、手元の作業 に正確 さを要求 され る活動などにおいては、配慮な しでは学習

活動への参加が困難であ り、評価も難 しい.し か し、一人一人の状態に応 じて、次のような配慮

を行 えば、他の児童 ・生徒 と同 じ規準で評価 できる.

① 見るものを拡大する機器 の使用

*弱 視 レンズ、単眼鏡 、高倍率のルーペ、拡大読書器等

② 教材の工夫

*拡 大、明度差のはっき りした彩色、要素を厳選、重要事項の強調等

③ 見 えやすい環境の整備

*座 席 の配慮、教室内の採光、手元を明るくする配慮等

④ 事前指導

*ビ デオ教材の活用、通級指導学級 との連携、個別指導、家庭学習等

⑤ 作業時間を多 く確保す る。

例)題 材を選定 し、少な くする.

放課後等の時間 を利用す る。

また、体育では、跳び箱の手を付 く位置 にカラーテープを貼 る、踏み板 と床 の色を変 える、走

る目安 となるラインをは っき り書 くなどの配慮に より、学習活動ヘスムー ズに参加できる場 合も

あるこ ともわかった。

(2)代 替の課題や個人内評価を活用 して、評価をする場合

指導上の配慮を行 うことで学習活動に参加できるが、体育等で、他 の児童 ・生徒の動きを見な

が ら素早 く動いた り、ポールの動 きを追った りしなければな らないよ うな球技や、チームプ レー

に参加す ることは困難 な場合がある。また、理科 ・社会 ・算数(数 学)等 では、他の児童 ・生徒

よ りも作業に時間がかか り、一定時間で作業が終了 しない こともある。 そのよ うな揚合は、次の

よ うに代替の課題を与えること可能である.ま た、課題に対 して取組む姿勢や到達度等について

個人内評価 を活用す る必要がある。

① チームプ レー等参加が難 しいものについては、同じ種 目で、個人でできる別な課題に代 え、

弱視の児童 ・生徒のみの到達度を設定 し、評価す る。

例)バ スケッ トボールでは1対1で 行 うパス、一人で行 えるシュー ト等に代 え、個人技

能 を評価す るなど

2難 聴 の児童 ・生徒の 「評価が難 しい活動」と 「指導や評価における配慮」

(1)指 導上の支援や配慮によ り、他の児童 ・生徒と同一規準で評価する場合

音楽や英語等の教科において、歌 った り、聞いた りす るこ とを基に作業する ことを要求 され る

活動においては、配慮な しでは学習活動への参加が困難であ り、評価が難 しい。 しか し、一人一
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人 の状態 に応 じて、次のような配慮 を行 えば、他の児童 ・生徒 と同 じ規準で評価できる・

① 視覚 的な教材 の多用

*写 真、絵、板書、プ リン ト等

② 聴覚の活用をしやすい環境の整備

*座 席の配慮、騒音対策、周囲の友達か らの支援等

③ 事前指導

*ビ デオ教材の活用 、通級指導学級 との連携、個別指導、家庭学習等

(2)代 替の課題や個人内評価を活用 して、評価をする場合

指導上の配慮 を行 うことで学習活動に参加できるが、音楽の鑑 賞や英語の リスニ ング等 の活動

に参加す るのは困難な場合歩ある。そのよ うな場合は、次のように代替 の課題を与えること可能

である。 また、課題に対 して取組む姿勢や到達度等について個人内評価を活用する必要がある。

① 音楽の鑑賞等は、活動が可能 な別の課題に代 え、その到達度 を評価す る。

例〉鑑賞する曲と同 じ作 曲家の本 を読み感想 を書 く

振動を感 じ取 ることで本人な りの感 じ方 を表現 させるな ど

② 英語 の リスニング等 は、読解 問題に代 え、内容を理解 について評価する。

3今 後の課 題

通級指導学級では、通常の学級 に在籍す る児童 ・生徒に対 して、障害に基づ く種々の困難 を主体

的 に改善 ・克服す るための 自立活動の指導を中心に、加 えて、教科の補充指導等を行 う場合 もある。

通級指導学級の担 当教員は、障害への対応 については専門的な指導の ノウハ ウを蓄積 している、今

後 は、通級指導学級で行っている教科の補充指導について、在籍学校 の評価にどの ように活 か して

い くか検討をす る必要がある。 さらに、他 の障害にも対象 を広げ、さらに通常の学級にお ける評価

規 準 ・評価基準の検討 を進 め、障害のある児童 ・生徒が適切な評価 を受けることができるよう、研

究を進め る必要がある。

また、在籍学校 において、障害に対す る理解が深 まり、障害のある児童 ・生徒が学習活動 に参加

する際の様々な支援や配慮、評価に対す る配慮が 日常的に行 われるよう、通級指導学級の知見を生

か して啓発に努 めることが大切である。
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